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　 This research paper is a preparatory study on the social design facing giant 
earthquakes and tsunami that may take place in the near future around the West Japan 
Pacific Ocean　－ the Philippine Sea Plate.In this paper,　preparatory research on how to 
escape from disaster and some discussions will be shown in relation to the social design 
that will be established. The research area follows Shizuoka, Aichi, Mie, Wakayama, 
＊東海学園大学経営学部経営学科
東海学園大学研究紀要　第19号
Kochi,　Miyazaki,　Kagoshima　prefectures. Before examining such a design we researched 




　　 1 . はじめに　2011.3.11.14:41
　　 2 . 大震災・津波来襲　（以上前号）
　Ⅱ
　　 3 . 被災地を行く　（以下本号）
　Ⅲ
　　 4 . 東海、東南海・南海地震と津波想定　
　 　5 . 伊豆半島西海岸
　　 6 . 焼津市焼津漁港周辺追加調査
　　 7 . 静岡県吉田町の津波防災計画
　　 8 . 浜名湖周辺の津波対策























るだけ、義援金箱に些少ですがお金を入れました。2004 年 12 月 26 日のスマトラ沖地震の時は、
















































　そんなわけで、震災から 1 カ月と 6 日が経過した 2011 年 4 月 17 日（日曜日）、満を持して被
災地へ向かいました。ドン・キホーテは、物語の中で悪魔の巨人と間違えて攻撃した風車が無
事かどうか心配だという筋書きです。初回は「遍歴の旅   茨城・神栖・鹿島港編」です。東京 9 












































　http://www.youtube.com/watch?v=c7SHUZ7qRtg）（2013 年 11 月 25 日アクセス）

















































   （5）原発アンケート調査結果












　http://mainichi.jp/area/fukui/news/20110422ddlk18010585000c.html（2013.11 ア ク セ ス
不可）氏名を公表して結果を報道しており興味深い。（2011.4.23）
   （6）津波の爪痕（常陸太田市～日立～小名浜調査）
          2011 年 6 月 18（土曜日）小雨、無風
　東京駅 8:00 着。総武線 9:00 発の「スーパーひたち 11 号」（いわき行き）で日立へ向かいます。












す。ここには、独立行政法人日本原子力研究開発機構（Japan Atomic Energy Agency）があ
ります。JAEA は日本原子力研究所と核燃料サイクル開発機構（旧動力炉・核燃料開発事業団）





































身構えましたが、テレビの報道では M4 の地震です。夜中に 1 回、明け方にもう 1 回、夜が明け
てからさらに 1 回、合計 4 回の揺れがあった。われわれの文明が乗っている土台そのものがぐら
ついていると感じました。
   （7）川尻漁港　



























































　レンタカーを日立駅前で返したのが午後 2 時半。14 時 57 分発の「スーパーひたち」で東京へ
向います。
　（9）青森県六ケ所村スマートグリッド・風力発電調査 
　前日の 7 月 9（土曜）日は大学の仕事を片づけて、名古屋を出たのが午後 2 時半。品川から京
浜急行線で蒲田へ、そこから空港線に乗り換えて、穴守稲荷駅を下車。ホテル JAL シティ羽田
は、ちょうど駅前にある。今日は素泊まりだが、近くにコンビニや食堂があって、翌日はシャト


















開発㈱は、世界初の大容量蓄電池併設風力発電施設です。平成 18 年度から 51,000kW（1,500kW














震の津波で植生が全滅しました。昭和 7 年、砂防林事業に着手するも、翌 8 年再び津波の被害に




























































したのでしょうか。facebook を検索していると、「南三陸町の細浦漁港で 23 日、震災後初めて
養殖銀ザケが水揚げされました。震災以降、これまでに再開できたいけすは 6 割程度とのことで

















る被災地の実情を調査してきました。日程は、8 月 31 日：白百合女子大学において行われた年
次研究報告発表会に参加。9 月 1 日：同上。9 月 2 日：福島駅よりレンタカーで飯舘村へ、挙家



















　調査地は国営の干拓地で、農地は全滅でした。150 戸の家屋のところで 45 人が死亡とのこと。
海岸の堤防は復元中です。過去の津波で高台へ移住するも、教訓が薄れるに従って平地に降り被
災したそうです。山へ逃げなければという意識はあったのですが、津波の急襲によって大勢の人






















 　　'There was a strange stillness. The birds, for example― where had they gone? Many people 
spoke of them, puzzled and disturbed. The feeding stations in the backyards were deserted. The 
few birds seen anywhere were moribund; they trembled violently and could not fly.It was spring 
without voices. On the morning that had once throbbed with the dawn chorus of robins, catbirds, 
近未来に起こりうる大規模地震と津波に対応した社会デザインに関する予備的研究（Ⅱ）
doves, jays, wrens, and scores of other bird voices there was now no sounds; only silence lay over 
the fields and woods and marsh.
     （Rachel Carson, 1962, SILENTSPRING, HOUGHTONMIFFLIN COMPANY）
